
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギアー式スクリュージャッキ 

取扱説明書 
【品番】 ＳＪ－１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

---------------- -------------------- -------------------- -------------------- -------------- -------------------- -------------------- --------------  

この度は、「ギアー式スクリュージャッキ」をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

＊本書を最後まで必ずお読みいただき、商品を正しく安全にご使用ください。 

＊本書が必要になったとき、すぐ利用できるように大切に保管してください。 

---------------- -------------------- -------------------- -------------------- -------------- -------------------- -------------------- --------------  

コバヤシデンソー株式会社 

〒720-0843広島県福山市赤坂町赤坂 1415－3 

(MAIL) info@kikaiya.com    
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■調査及び修理をご依頼の前に
＊故障とお考えの前に、弊社までご相談ください。 

改造により故障及び損傷した場合は修理対応できませんのでご注意ください。 

＊調査を依頼される際の送料は、お客様のご負担となりますのであらかじめご了承ください。 

（製品改良の為、予告なく仕様を変更する場合がございます） 

■開封時 
開封したらすぐに中身を確認し動作確認をしてください。 

付属品の欠品、破損、初期不良等がございましたらすぐに販売店にご連絡ください。 

※商品は到着しましたら 7日以内に必ず開封して中身をご確認ください。 

 

■仕様 

商品名（品番） ギアー式スクリュージャッキ （ＳＪ－１５） 

本 体 重 量 １０ｋｇ 

最 大 能 力 １５トン 

 （製品改良の為、予告なく仕様を変更する場合がございます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■注意事項                              
 能力以上の荷重を絶対にかけないでください。ジャッキの破損や重大な事故を起こす可能性があります。 

 ご使用は必ず平坦で強固な場所で作業をしてください。 

 砂利・土等の軟弱な場所での使用は、作業中に荷のバランスが崩れ大変危険です。 

 対象物の重量ポイントを確認し、適切なジャッキポイントで上昇させてください。 

 ジャッキアップした状態で重量物の下に入る事は絶対にしないでください。大変危険です。 

 対象物をジャッキアップさせた後、作業を始める前には必ず適切な位置へジャッキスタンドなどで荷重を受けて

ください。作業中も常にスタンドを使用してください。ジャッキアップした状態で対象物の下に入らないでください。 

 荷重は受け台の中心で受けてください。受け台のサイドで荷重を受けるとジャッキポイントが外れたり、ジャッキ

が破損したりする恐れがあります。 

 ジャッキスタンドを使用する場合はジャッキスタンドが入る高さでジャッキアップを止めてください。 

 作業時には、作業に応じた服装と保護具（保護メガネ、軍手 等）を着用してください。 

 使用後、泥や埃・オイルなどが付着した場合は綺麗に拭き取ってから保管してください。 

 

■使用方法                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■上昇（ジャッキアップ） 

（１）ダイヤル（つまみ）部分を引き、半回転（180 度）さ

せ、溝にピンを入れる。 

（２）ハンドル差込口の突起を持ちシリンダーが上昇する

方向へ回転させ、対象物のジャッキポイントで止めます。 

（3）荷重がかかるところでハンドルを差込みます。 

ハンドルを動かすとギア（カチカチ）音がしてシリンダーが

段階的に上昇していきます。 

※（上昇しない）場合は、ダイヤル（つまみ）部分を、更に

半回転（180 度）させてからハンドルを動かします。 

※受け台に荷重がかかっていないと、ギアは正常に作動

しません。 

■下降（ジャッキダウン） 

（１）ダイヤル（つまみ）部分を引き、半回転させる。 

（２）ハンドルを動かすと、ギア（カチカチ）音がして段階的

にシリンダーが下降していきます。 

※（下降しない）場合は、ダイヤル（つまみ）部分を、更に

半回転させてからハンドルを動かします。 

※ダイヤル（つまみ）は半回転（180 度）させる度に、（上昇）→（下降）→（上昇）を繰り返します。 

※ダイヤル（つまみ）を回転させた時に、本体の溝にちゃんと入っている事を確認してください。 

（浮いた状態ではギアが正常に作動しません） 

※使い始めはギアを固く感じる事が御座いますが、使用とともに徐々に回転しやすくなります。 


